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2014年広島土石流前後のUAV画像とその解析
UAV images of before and after the 2014 Hiroshima debris flow disaster
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１．はじめに 
 自然災害の多くは，地形が急激に変化する場所に人間が不用意に立ち入ることで生ずる人災である．2014年８
月20日未明に広島市 北部で発生した土石流災害もこの例に当てはまる．土石流は花崗岩山地の山麓緩斜面に広
がる住宅地を襲い，75名の犠牲者（災害関連死も含む）を伴う大災害 を引き起こした． 
 本発表では，今回の土石流災害のなかでも特に被害が甚大で多数の犠牲者（全犠牲者75名中41名）を出した広
島市安佐南区八木３丁目を対象とし、被災建物の分布とその建築年代の関連を定量的に分析し，都市周辺のス
プロール現象による住宅地拡大によってもたらされた本災害の特徴を 明らかにすることである． 
２．手法 
 多時期に撮影された空中写真をSfM-MVS（Structure from Motion –Multi-View Stereo）による簡易測量と
GISを用いて，被災地域の宅地化の過程を明らかにし，建築時期別に被災建物の立地条件についての詳細な分析
を行った．また、八木3丁目上楽地地区では土石流発災約10ヶ月前の2013年10月に撮影したUAV撮影画像と土石
流発災後の2014年９月に撮影したUAV画像を用いて，土石流が溢流した原因の分析を行った． 
３．結果 
 被害を受けた住宅は高度経済成長期に建築されたものに集中したという一般的な見解は，この期間に建築され
た建物数の多さから当然であり，間違っているとは言いがたい．しかし，壊滅的な被害を受け，被災後更地化
された建物あるいは犠牲者が発生した建物の分析結果からは，高度経済成長期以降にも土石流災害の危険性が
極めて高い場所に住宅建築が新たに行われ，大きな被害が発生したことが明らかになった．
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